
議会事務局

令和４年度　実施計画書
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議会事務局

運営方針

１．部内組織

部　長 盛田　健一 構成課等
議会事務局

具体的施策 所管課等

議会事務局事務

議会運営の補佐をするとともに議
会の政策立案機能や監視機能へ
の支援を行うものとし、あわせて議
会と執行機関との調整及び議会と
住民との媒介に努める。

２．暮らしの夢（総合計画基本構想より）

つながりを大切に、まちの職員がほどよく支える暮らし

３．部の重点的な取り組み

中長期的にみた重点的取り組み 今年度の重点的取り組み

・効率的なスケジュール管理と事務の省力化

・全国市議会議長会等との連携強化と、近隣各市の議会
事務局との情報共有化

・内部学習会の開催、外部研修の活用による局員の知識
向上

・議会のニーズへの迅速かつ的確な対応

・事務局職員体制の充実
・職員の法務知識の向上

・議会改革のサポート
・各常任委員会の所管事務調査のサポート
・議会運営業務の効率化

部の抱える課題・リスク 課題解決に向けた取り組み

・経験豊富な人材が少なく、専門知識が不足 ・情報の共有化と報告・連絡・相談の徹底

議会事務局事務 議会事務局

５．部の課題と解決に向けた取り組み

４．施策の柱と目的

施策の柱 施策の柱の目的
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・内部学習会の開催、外部研修の活用による局員の知識
向上

・経験豊富な人材が少なく、専門知識が不足 ・情報の共有化と報告・連絡・相談の徹底

・効率的なスケジュール管理と事務の省力化

・全国市議会議長会等との連携強化と、近隣各市の議会
事務局との情報共有化

・議会のニーズに迅速かつ的確に対応

議会事務局

１．課の目的

市民に開かれた議会を目指すべく、さまざまな情報を市民へ提供し、議会に対する市民の理解を深める。また、議会
の機能強化を図るため、議会の政策立案機能や監視機能を支援すべく、議会事務局の調査・研究力を高める。あわ
せて、例外事例への柔軟な対応を図るとともに瑕疵のない議事運営に努めることにより、市政の伸展並びに市民等
の生活及び福祉の向上に寄与することを目的とする。

２．課の所掌する施策

議会運営の補佐 議会の政策立案機能や監視機能への支援

議会と執行機関との調整 議会と住民の媒介

３．課の課題と解決に向けた取り組み

課の抱える課題・リスク 課題解決に向けた取り組み

４．業務のスマート化

進める上での課題 取り組み内容

時期によって業務量が大幅に増加するときがある。 組織内での想定業務量や期限等の共有を図る。
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80 一人ひとりの悩みや思いがつながってまちの施策になっている

議会運営業務の効率化のため会議資料等のペーパーレス化の推進を図る。また、新型コロナ
感染症の終息が見通せない中であっても様々なニーズに的確に対応できるよう取り組んでいく。

議会事務局

目的
議会運営の補佐、議会の政策立案機能や監視機能への支援、議会と執行機関との調整、議会
と住民の媒介

今年度の目標

施策　１ 議会事務局事務

暮らしに役立つ情報が、わかりやすく、すぐ手に入る“かたのサイズ”を
めざす像（主なもの）

SDGsとの関係

G17パートナーシップ

―

―

―

―

関
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令
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法令 地方自治法、地方自治法施行令

条例・規則
交野市議会基本条例、交野市議会会議規則、交野市議会委員会条例、交野市議会事務局設
置条例、交野市議会事務局規程

計画

要綱等

業務マニュアル

ネットワーク 全国市議会議長会、近畿市議会議長会、大阪府市議会議長会、河北市議会議長会等

国府補助 ― 予算・決算額（歳出） 200,773千円 199,328千円 189,882千円

議会運営の補佐をするとともに議会の政
策立案機能や監視機能への支援を行うも
のとし、あわせて議会と執行機関との調整
及び議会と住民との媒介に努める。

2

位置付け 法定 実施形態 直接実施 うち国府負担額 ― 1,595千円 ―

事業 １ 議会事務局事務
活動指標 R４年度目標 R３年度見込 R２年度実績

1 ― ― ― ―
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概　要


